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概 説

Introduc漬on

昭和29年度ほ業界全般の品質ならびに生産競争の激化

と日本工 規格の改変時に当り,日立製作所iこおいてほ

いよいよ徹底せる品質管理と標準化を実施した｡特に一

般照明用電球は品質の均斉化と明るさおよび 率の増大

を,また耐振電球は新品種開拓とゝもに,トリヤ入りタン

グステン練使用による耐振性の飛 的向上を実現した｡

蛍光ランプは新品種として温白色,天然昼光色,天然白

色および純天然昼光色を追加して演色性の向上を図ると

ゝもに,15Wの製作を始めた｡蛍光照明器具において

ほ新普及型器具,中細用器具の開発がなされた｡赤外線

乾燥は,主として炉関係の開発に努め,実験炉による各

種設計資料の集積およびこれに基く管球の改善がもたら

された｡

一般照明用電球
GeneralService‡neandescemt Lamps

先の日本工業規格(JISC-7501)が実施されて以来4

年を経過し,その間における国内の電球製作技術の進歩

とあわせて近頃のように電球代金に比べて電力量料金の

値上りしたときに即応するため,最近相当大幅なJISの

改訂が行われた｡すなわち一股照明用電球(100V級の

10Wから1kW)の各品種の明るさ,したがって効率の

増大と二重コイル電球50,75Wの新設である｡

日立製作所でほ,逸早く28年釆この改訂の趨勢に対処

して来たゝめ,すでに全品種を新規格のレベルまで引上

第1表 単コ イ ル 球(40,60,100W)の新

旧製品の特性比戟表

Tablel.Characteristics of New Single Coil

Lamps Campared with Those of

Predecessors(LlOOVu40,60,100W)

型 式

旧規格
LlOOV-40W

尭㌔恩給_｡｡W

旧1恩給_6｡W▲

彗盈軋6｡W
旧規格

LlOOV-100W

新規格

定格竃庄 初

(Ⅴ)ら1肖滞力
100 40宝石:芸

100i40

100:60

60

い00V-100W~1

38.O1

42･01

56.11
63.9l

57.0

63.0

430

10.2
9.2

11.2

11.0

13.2

11.2

13.6

寿 命

(b)

1,200

1,000

1,000

1,000

げることに成功し,最も効率の良い電球,明るくて品質

にむらのない電球を大量に生産しつゝある｡

参考までに,単コイル電球40,60･10川7に例をと

り,新旧製品の 標 すれば,第1衰の通りで,･

寿命の割合に明るく効率が良くなっている0

投 光 器 用 電 球

Projee潰onI｣ampS

最近,夜間スポーツの照明あるいほ工場,鉱山･駅構内-

などの照明に投光器用電球が盛んに利用されつゝあるっ

日立製作所では新に改良を加え,光源の大きさを一層

集光型とした投光器用電球の丸型(G型)･ 梨型(PS型)r

各品種を製作し,夜間野球場その他に納めた0

なお最近の野球場における使用条仰･ま相当特種なもの

があるため,29年度は特に投光器による実用試験を重婁

祝し,あらゆる過負荷実験を試みた0弟1図ほその結果

の一例で,印加電圧による投光器および電球の各部分の･

温度上昇の関係を求めたものである0これらの結果によ

って口金部接着法や半田の改善が実施された0

耐 抵 電 球

Vibration ServiceI.amps

最近漸増の候向にある耐振電球の需要に対し･耐振的

に上層強い電球とするため,構造のみならず,トリヤ

(TbO2)入り特殊タングステン線の使用を敢行し,現在

鉄道車輔あるいは振動の激しい工場,鉱山･船舶のよう

な場所に使用され,好評を博している｡

.〃

Pl:

P8:

第1図

Fig.1.

/♂♂ /瑠〝

[ロ刀日馬圧/〆)

電線口金部 P9:投光器ネック部(外側上部)

投光器腹部(外例上部)

印加電圧と各部温度上昇僻

ExampleofTemperatureRise



172 昭和30年1月 日 立

したがって29年度ほ,このような特殊タングステンの

試験研究やこれを使用した品種の拡張を行い,第2表の

ごとき成績と,第3表の標準品の量産を行った｡試験に

使用した振動寿命試験機の写真が第2図である｡なお日

立耐振電球は昭和29年5月に通産省の厳重な審査を受

机11月にJISマーク表示が許可された｡

第2図 振 動 寿 命 試 験 機

Fig･2･Equipment for Testing Life under
Vibration

第2 衰 特殊タングステン使用日立耐振電球の寿

命(120%の電圧にて2mm振幅×1,000′ヽ

の振動を負荷する)

Table2.Life of HitachiVibraiton Service

LampsEmployingSpecialTungsten

(Used under Vibration of 2mm

Widthxl,000′､,atJ20%Voltage)

型

第 3 表 日 立 耐 振 電

Table3･ Ratingsand Approximate

式R24V-20W

R24V-40W

R24V-60W

RlOOV-20Ⅵr

RlODV-40W

RlOOV-60W

RlOOV-100W

RllOV-20W

RllOV-30Ⅵr

RllOV-40W

RllOV-60W

RllOV-100W

RllOV-150W

RllOV-200W

定格電圧lガラス球径

:ざ1.1l上l

55±1

55:±1

60±1

55±1

55±1

60ニヒ1

70±1

55±1

55ニヒ1

55こヒ1

60±1

70±1

80±1

80十1

第37巻 第1号

螢光ランプおよび器具
FluorescentI｣ampSandI｣ighting

Fi血res

螢光ラ ンプ

Fluorescent Lamps

種 別

螢光ランプの照明による色温度,演色性の改善のため

に,従来の昼光色,白色敏光ランプの外に,温白色,天

昼光色,天然白色ならびに純天然昼光色蛍光ランプな

どが開発された0これら各種蛍光ランプのスペクトル分

布図は第3図～第5図であり,またCIEの色度図上に

表示すれば第`図のごとくである｡第4表は一般照明用

日立螢光ランプの定格を示す｡

温白色鑑光ランプは最も効率が良く,色調も温昧のあ

る黄橙色を多く含み,家庭用社交場用とLて特長を右す｡
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第3図 日立昼光色,天然昼光色,純天然昼光色螢

光ランプの分光エネ/レギ分布図

Fig･3･SpectralEnergy Distribution Curves

OfHitachiDaylight,DeLuxeDaylight
and SpecialI)e Luxe Daylight Fluo-

rescent Lamps

球 棲 準 仕 様

DimensionsofHitachiVibrationServiceLamps

初 婚 佐

l､=:l､!

98±3

105±3

110±4

98±3

105±3

110±4

136±4

98±3

105±3

105±3

110±4

136±4

165±5

175+5

企

S22またはE26

S22またはE26

S22またはE26

S22またはE26L

S22またはE26;

S22皇たはE26!

S22またはE26:

S22またはE26!

S22またはE26;
S22またほE26:

S22皇たはE26!

S22またはE26

S22またはE26巳
S22またはE26r

消暑電力
(W)

20±1.6貞
40±3,2

60±4.8

20=ヒ1.4

40±2.8

60=ヒ4.2

100±7.0

100±1.4

30±2.1

40+2.8

60±4.2

100±7.0

150±10.5

200±14.0

光 東
(lm)

220ニヒ33

540±81

840:±125

160±21

380±50

660±86

1,300±170

144±22

230±35

356±53

625:±94

1,190±179

1,990±298

2,800±420

効 率
(1工n/W)

11.0±1.3

13.5±1.6

14.0±1.7

8.0±0.8

9,5±1.0

11.0±1.1

13.0±1.3

7.2±0.9

7.7±0.9

8.9±1.1

10.4±1.3

11.9二±1.4

13,3±1.6

14.0±1.7

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

寿
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第 4 表 日 立 螢 光 ラ ン プ の 定 格

Table4. Standard Ratings of HitachiFluoreacent Lamps

種別大きさ!長 さ ■皆 径

(W~)1(mm)l(mm)

FL-40D

FL-40W

FL-40WW

FL-40D-DL

FL-40W-DL

FL-40D-SDL

FL-20D

FL-20W

FL-20WW

FL-20D-DL

FL-20ⅥLDL

FL-20D-SDL

FL-15D

FL-15W

FL-15WW

FL-10D

FL-10W

昼 白 色

白 色

溢 白 色

天然届発色

天 然 白 色

純天然昼光色

昼 光 色

白 色

温 白 色

天然昼光色

天 然 仁l色

純天然昼光色

1,198

1,198

1,198

1,198

1,198

1,198

定格電庄

(A.C.Ⅴ)

ランプ電流

(A.C.A)

放電閉礎
電 圧

(A.C.Ⅴ)

ランプ効率

(1m/W)

0.42

0,42

0.42

0.42

0.42

0.42

89以下

89以下

89以下

94以下

94以下

480

0.54

0.61

0.67

0.47

0.52

0.38

0.45

540l o.50

0.54
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第4図 日立白色,天然白色螢光ランプの分光エネ

ルギ分布図

Fig.4.SpectralEnergy Distribution Curves

of HitachiWhite and De LuxeWhite

Fluorescent Lamps
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第5図 日立温白色蛍光ラ ンプの分光エネ

ルギ分布図

Fig.5.SpectralEnergy Distribution Curve

Of HitachiWarm･White Fluorescent

Lamps
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第6図

Fig.6.

､､
･-

､

J の 億

l

CIE 色度図に表示した日立螢光ランプ

CIE Chromaticity Diagram Showing

the Black-body Curve and the Points

Of HitachiFluorescentI.amps

天然昼光色,天然白色螢光ランプは一般色物を取扱う商･

店照明用である｡純天然昼光色蛍光ランプは効率がやゝ

劣るが,晴天日の北窓入射の自 光に最も近似で,色物亡

検査に適し,菓たばこ調理用などに多数使用されてい

る｡
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寿 愈

螢光ランプの寿命ほ年毎に改善が行われ,工場試験室

の理想条件における寿命試験では平均連続点灯8,000時

間である(第7図参照)｡

一般には,電源電圧ならびに周波数の変動によって,

葛8図のごとく寿命が短縮され,また点滅の回数や灯具

の良否などを考慮に入れた場合の実際使用における寿命

ほ,上述の標準寿命試験の結果よりは下廻ると推定され

･:

簑
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寿 命 相手)

日 立螢光 ラ ン プ の 寿命特性

Histodiagram of the Life-distribution

Of HitachiFluorescent Lamps

a汐

電 圧.r〃

∠ヲ4グ

■
｣
.
】
｣

電圧周波数の変動によ る螢光ラン

プの寿命の影響

Effect of Voltage and Frequency on

theLife of Fluorescent Lamps

螢 光

Fluores(:ent

第37巻 第1号

照 明 器 具

Lighting flixtⅦreS

交流高周波電源によるま輌用筆光照明器具

軍都用蛍光照明器具としては,さきに直流点灯型蛍光

照明器具を完成して,東京急行電 西武鉄道および日

遠国有鉄道などに拾数軍制分を納入Lているが,今日さ

らに交流120′し高周波電源による華而用

完成L･て日本国有 道に納入した｡

光照明器具を

いうまでもなく交流高周汲電源による場合は,商用周

波電源による場合に比棄して,ランプのちらつきが少く,

が良好で 命が長く,しかも安定器が小型軽量にで

きるなどの利点がある｡

第9図ほ日本国有 京浜線の電車の客室照明用とし

作した40Wl灯用器具の外観写真で,また第10図

は同じく軍内取付け完了後,運転試験中の客室内状況を

示すものである｡客室内照度ほ40W16灯にて平均的

2501Ⅹ(読書面)をえている｡なお本灯具においてほ器具

の高さを極力低くし,ソケットカバー内にグロースター

タを収納して軽快な外観を与えた他,保守点検が容易な

ように反射板,ソケットカバーの脱着にも特殊な考慮が

私ほれている｡

第9図 40Wl灯用半坦込型器具

NM4100-G200V120〔し

Fig.9.NM4100-G200V120′ヽ.Fluorescent

Lighting Fixture

第10図

Fig.10.

交涜120′ヽ電源による蛍光灯車内照明

CarIllumination by A.C.120∩し

Fluorescent Lighting Fixture
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鬼怒川舘大広間用螢光照明器具

鬼怒川温泉の鬼怒川旅館に和風用の埋込型器具として

つぎのごとき器種のものを納入した｡

40W4灯2連 6台 40W2灯2連12台

40W4灯単独1台 40W2灯単独 2台

この広間は集会演劇などに使用されることを考慮して

埋込方式を採用して建築化照明とし,かつ下部に攣曲し

たプラスチックカバーを付けて温和な感じを出し,天井

面の明るさを保つとゝもに優 な意匠の器具とした｡

平均照度1201Ⅹの全般照明としたが,重が大きいので

良く調和がとれた｡また畳光灯と併用して白熱電球を器

具中に取付け,非常の場合および演劇のとき白熱電球に

切換えることにより舞台効果をあげるなどの考

れている｡

新型婆光照明スタンド

が私は

琴靡の蟹光照明化に伴って蛍光スタンドの需要が急増

しているが,10W用の小型スタンドでは実用上照度の

不足を来たすことになる｡日立製作所では十分な照度が

えられ,しかも一般家靡で容易に備えられるものとして

発売した15W螢光スタンド,ム←ンライトⅠ型につゞ

いて,さらにデザインを更新した新感覚の15W 光スタ

ンドSK510トBをム←ンライトⅠⅠ塾として生産した｡

ムーンライトⅠⅠ型はⅠ塾に比して設計上,製作上の改

良は勿論,器具効率も高くなっている｡反射笠は水平の

位置に対して上下各200可動であるから,照明範囲も広

範囲に変えることができるなど照度曲線からあきらかな

ように,30cmの距離においても読書に最適の3001Ⅹ

を維持しうる｡

なおソケットには特殊設計のランプ脱落防止がほどこ

してあるから,ランプ取替に際してもランプを落して破

損するようなことがなく,安心して使用できる｡

新普及型筆先照明器具

日立製作所では一般の要望に応えてつぎの3器種の晋

及型 光照明器具の生産を開始した｡

NM2101-G 20Wl灯直付器具

PK2102-G 20Wl灯笠付器具

NM4101-G 40Wl灯直付器具

いずれも構造をできるだけ簡単にし,余分な装飾類ほ

一切省いたスマ←トな器具で,器具効率もきわめて良好

である｡

㌔の補囁をNM210トG でほ,安定器取付と器望 ねた

特殊な構造を採用している｡

PX2102-Gほ直付用としても吊下用としても使用で

きる取付部を持ち,器具背面に付いている吊金具を倒せ

ば直付用として天井画に器具を密着することができ,吊

金具を起せば鎖でも紐でも簡単に引掛けて吊れるような

構造になっている｡(実用新案申請中)

第11図 40W 4灯埋込器具プラスチックカバー付

Fig.11.Type TP4400-F

第12図

Fig.12.

鬼怒川館の螢光ランプ器具による照明

FluorescentLighting of Kin11gaWa

Hotel

第13図 SK5101-B(ム←-:ン ライトⅠⅠ型)

Fig.13.SK5101-B Fluorescent Stand

(Moon LightII)

q■
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NM410トGほ従来の40W直付器具と異り,特殊安

定器を使用して20Wの直付器具と同様の構造にしたの

で,重量は従来のものに比して半減した｡

第 5 表 普 及 型 器 具 一 覧 表

Table5.Spread Type FluorescentLamp

Fixture

型

式毒定問圧芸格㌍!点灯方式牒憲卜取
付

算14図 NM2101-G 型 器 具

Fig.14.NM2101-GFl110reSCent LightjngFixture

集15図 PK2102-G 型 器 具

Fig.15･PK2102-G FluorescentLighting Fixture

:第16図 NM410トG 型 器 具

Fig.16.NM4101-GFluorescentLighting Fixture

l■

第37巻 第1号

赤 外 線 電 球

Infrared Lamps

赤外線乾燥法が新しい劃期的な乾燥法として,塗装,

繊維,合成樹脂,パルプ,食品,皮革,ゴム工業,その

他家庭用等々に盛んに利用されるに到り,電球の使用方

法,炉の設計構造および乾燥条件に各種各様の場合が生

ずるようになった｡

したがって日立製作所においてほ,第17図写真のごと

き自由に球の間隔(ピッチ),照射距離,照射角度および

電力量をかえることのできる独自な実験炉を完成した｡

これによって需要者からの被乾燥体や希望乾燥条件に応

じた設計を行い,その通りの実験をしてみることができ

ることゝなった｡

一方工場における今後の赤外線電球の改善や炉の設計

資料集積のためにも,自由に組替え活用され,各種の試

験研究がなされた｡

なお日立赤外線電球は先に審査を受けた結果,29年4

月JISマーク表示が許可された｡

第17図 実 験 用 赤 外 線 炉

Fig.17.ExperimentalInfrared Oven




